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大根葉中のビタミンCに就ての研究（第2報）

Na一塩の熱水溶液，レソトゲソ線，紫外線電灯光線処理によるピターミソC量

の変化

竹　　吉　　正　　規

　著者は第1報で大根生葉を空気中に放置した場合のビタミンC量の滅少と温度との闘

係，葉の切傷とビクミンC量との関係につき，叉大根葉を乾燥粉末となすにあ牝つて予め

湿熱，乾熱等によつて処理した場合の残存ビタミン’C含量の関係につき報告した。

　本報では大根生葉を数種のNa一塩の熱溶液で処理し牝もの及びレントゲン線，紫外線，電

灯光線等によつて照射したも9を乾燥粉末となして製晶申の還元型ビクミγCの残存量を

定量し牝，そ牝等の結果に就て報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の　部

　I，数種のNa一塩の熱水溶液で処理した場合のビタミ：／C量の変化。

　Naの無機塩として塩化ソトダ及び有機酸塩として酵酸ソーダ，修酸ソーダ，拘構酸ソド・．

ダの各熱水溶液で処理した場含，それ等の濃度及び処理時間が生葉中のビタミンC含量に

及ぼす影饗について以下のような実験をなしテこ。

　却内容約1Zの磁製蒸発皿に300ccの各溶液を入牝盛に沸騰させ，この溶液中に各試料．

30g宛を入れ一定時間煮沸処理して乾燥粉末とした。

　溶液は何れもO－5劣及び1．q老で日本薬局方品を蒸溜水に溶かし牝ものを用いた。

　実験結果は次の第1表に示すようである。

　　　　　　第1表数種9Na一塩の熱水溶液で処理した場含のビタミンC量の変化

塩化ソーダ　（％）　　酷酸ソーダ　（％）　拘薇酸ソ｝ダ　（％）　惨酸ソーダ　（％）
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　　　　　　　　　（昭和27．1．15～20に実験）

　この表によつて4種のNa一塩の濃度及び熱煮時聞がビクミンC量に及ぼす閨係を見る

に，何牝の場含も1分間処理し牝もののビタミンC残存量は大で，熱煮時間の増加に従い

滅少するごとが認めら牝ブこ。而して塩化ソーダで処理したものはO．5劣，1．脇何にの場合も

ビクミンC残存量は4種の塩類中最も多く且1．叱の場含がα晩のものに比較して何牝

の時間においても楕多い傾向にあつ牝が，他の3種の有機酸塩類ではO．弘の方が1．晦の

そ、牝よりもやや大であつた。

　ス騨酸ソFダ干拘構騨ソHダ干修碑ソHダの奇々について具るにビクミンρ残布茸年モ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿．

その水溶液のアルカリ度の強弱に支配さ牝，アルカリ産の最も大き・〉・拘構酸ソHダが最も少

く，次で修酸ソーダ、酵駿ソーダの順に残存量は大となつテこ。

上記の実験結果から，塩化ソーダの濃度を更に増加して30老，5。晦，1αO劣の各溶液を

用いて同様に熟煮し乾燥粉末を製して残存ビタミンCの量を比較し牝。その結果は次の第

2表のようになつナこ。

　　　第2嚢NaC1の熱水溶液で処撃した場含の　’　　　左表に見るように3刀％の吟のの’

　　　　　　ビタミンC量の変化　　　　　　　　　　残存量は最も多く，こ牝より濃度高

熱煮時間（分）

0
1
2
3
4
5

．NaC1（％）

3．O

473

386

374

354

331

314

mg％

5．O

473

326

307

282

261

234

皿g％

10．O

473

312

296

248

229

211

mg％

　　　　　　　（曙和27．1．15～20に実験）

JI，レントゲン線照射によるビタミンC量の変化。

　大根生葉を採りこ．牝を6群に分ちて，そ牝ぞ牝レントゲン線を10秒，20〃30〃40〃50〃

6ρ’秒間照射した後，各試料の1部を1日及び3日室内に放置しこの間レントゲン線の一

照射がビクミンCの残存量に及ぼす影響につv・て実験した。却ち1目及び3目放置し牝

試料を直に蒸煮し，乾燥粉末として製品中のビタミンCを定量し仁。

　その実験緒果ば次の第3表に示すようであつテこ。

　ごの実験に用い牝レントゲン線の照射時の条件は管電圧6α0K屯γR、管電流3．0mA．照

射距離は65cmであっブこ。

　　第3表レントゲン線照射によるビタミン　　左表の1日のものについて見る年20秒
　　　　　C量の変化　　　　　1　　　　　　照射のものは最高残在量を示したが36秒、

照射時聞
1目放置区 3目放置区

残　存　率
（1日放置区に対

（秒） して）

J〕堰％ 11堰％

O 578 419 73

10 390 434． 111

20 525 397 75

30 328 576 175

40 353 415 117

50 412 415 101

60 412 415 101

（昭和27．1．25～30に実験）

く増量して両者の関係は全く逆となつ杷。

き，510劣，1αO劣のものは熟煮時

間の増加に従v・やや著しくその量が

滅少しテこ。

　3．q劣のものの残存C量の最も大

なる理由としてはNaC斗の濃度と湊

透圧，酸化分解作用，保護作用，

共存徴量成分等の関係が考えら．牝る

が，この間題の究明は今後に待つご

ととする。

では著しく滅少して最偉値を示し　40秒

では再び増加し始めて50秒と60’秒では：

両者の間に差を認めす，その残存量は20

秒に次で大きぐなつ牝。

　次に3目放置のものについて見るに1日

では照射20秒のも1のが最高残存量を叉

30抄のものは最小残存量を示し牝にもか

かわらす，その後の2目間に20秒のもの

に最大滅量を来し，30抄のものは逆に著し

　20秒以外は何牝も増加して居るが増加の最大なるものは30秒，次で40秒，10秒の順

亡あつ牝。50秒と60秒では1日のものと殆んど差がなかつた。

　以上のように10秒，30秒，40秒照射では3日放置区の残存量は1目放置区のものよ

りも却つて増加することが認めら牝た。



照射時間 1日放置区 3目放置区
残　存　率
ユ日枚愚区に対

（鯵） して）

　　mg％693 1119％

O 334 48

10 516 261 51■

20 661 156 24

30 425 202 48

40 425 257 60

50 425 289 68

60 425 312 73

循

　その増量の原因につ〉・て説明することは困難であるが，その1つの場含を例にとうて老察

するにレントゲン照射によつて一時酸化塑に変化し牝還元型一ビタミンCはその後め2日聞

に可逆的に毒び還元型に移行し牝ものと思わ仏可逆的に還元し得る量は照射時間に閨係す

るものと推察せらる。20秒照射したものが1日放置では最大残存量を示Lたことは20秒

照射がこの期間における酸化作用を抑制する最適時間であると思わ牝，その後は却て酸化破

壊の促進条件に変化Lブこものと考察せられるが，ごの点につ〉・ては目下実験を重ね総ビクミ

γCを定量して，その関係を追求申で麦）る。

　以上の実験は自然的，人工的にも何等損傷のない所謂完全な大根葉につv・て行つたもので

あるが，二方ビタミンCの消長と重要な関係を有する葉脈中主脈を縦に切断して之にレン

トゲン線を照射した場今，そ牝がビタミンC残存量に及ぼす影響を知るため上記実験の場

合と同じ方法によつて主脈を切断したものにつ〉・て実験した。

’その緒果は次の第4表のようにたつた。

　　第4表　主脈を縦切断してレシトゲン線を　　　　却ち左表の1日放置したものにつ〉・て

　　　　　照射した場倉のビタミンC量の変化　　　　克るに20秒照射しブこもののビタミγ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C残存量は第3表の場合と同じく最高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値を示し　30秒では急に滅少して居る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，その後は60秒に到るまで増減が見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら牝なかっナこO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然るに一方3日放置し牝ものは1日放

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置のものに較べて何牝も滅量して居り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その滅量は照射蒔間によつて著しく異つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て居る。

　　　　　　（昭和27．1．25～30に実験）　　　　　却ち10秒では49劣，20秒では76

完の滅量を示し1日放置では最高残存量を示した20秒に最大滅量を見た。次で30秒では

52劣，40抄では40劣，50秒では3晦，60秒では27劣の滅量を夫々示し20秒以後は照
射時間の増加に従つて滅量は次第に低くなつた。

　以上の実験緕果を考察するに1日放置の場合は20秒のものが照射後のビクミンCの変

化を抑制するに最適の時間と推察さ牝た。然るに3日放置のものでは20秒照射のものが

最もビタミンCの変化を促進し，20秒以上では，その促進作用ば時間の増加に従い却つ

て滅少し牝。而してその理帥〔つ〉・ての　　　第5表紫外線照射にょるビタミンC量

説明考察は削掲の第3表につ〉・て述ベナこ

ようなことが考えら．牝ねばたらな〉・が，

之については後目報告するごとにする。

　IIL紫外線照射によるビタミンC量

　　の変化。

　大根生葉を採り，こ牝を6群に分ち

5分，10分，15分，20分，25分，30分

間各々紫外線を照射し牝後，そ牝等の1

部を1目及び3目間室内に放置し，次

で蒸熟し乾燥粉末にした製品に就てビタ

の変化

照射時間 1目放置区 3目放置区
残　存　率

（1日放簿．区に対

（分） して）

㎜g％ m。％
O 668 472 71

5 541 334 66

10 541 334 66

15 ■541 302 6J

20 651 27上 42

25 428 254 59

30 428 254 59

（昭和27．2．10～15に実験ノ
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ミン／Cを定童しブこ。

　照射距離は光源より70c皿とし牝。その緒果は次の第5表のようになつた。

　この表に見るように1日放置のものでは5分より15分までのものは何牝も等しく，20分

では急に増カロして最筒残存量を示しナこが25分では急に滅少し，30分ではこ牝以上滅量せす

25分のものと同じであつナこ。却ち1目放置のものでは20分間照射したものカミ還元型ビタ

ミ！Cの酸化を抑制するに最も有効でご牝に次では15分までのものであつプこ。

　25分，30分ではその間に差はな〉・が，ごれを15分までのものと比較するに，その効力

は可底り劣つて居た。

　次に3日放置のものにつ〉・て見るに1目放置Lた場合に最高値を示1した，20分のものは

3日では著しく滅量を示した。

　更に照射時間と滅量関係を1日のものと比較して見るに5分，10分のものは34劣，15分

のものは40名，20分に到つて最高の58劣の滅量を夫々示Lナこが，25分，30分ではその

滅量は少くなり各41劣となつた。

以上の実験からビタミ’ンC含量の変動した理由に就ては種々考察さ牝るが，こ牝もまた褒

日に待つごととする。

．Iγ　電灯米線照射によるビタミンC量の変化。

　大根生葉を採り，こ牝を5群に分ち暗室内で100ワヅトのガス入電灯光線を用い，30分

60分，90分，120分間照射して1日及び3日間放置した後，蒸煮し乾燥粉末にし牝製品に

ついてビタミンCを定量した。

　照射距離は光源より50cmとした。その結果は次表のようになつた。

　　第6表電灯光線照射にょるピタミンC　　　　左表を昆るに1目放置のものでは120

　　　　　量の変化　　　　　　　　　　　　　分までは照射時間に比例して残存量は増

照射時間 1目放置区 3目放置区
残　存　率

（分）
1日放置区に対
して）

mg気0 mg％

O 621 428 71

30 172 96 56

60 237 114 48

90 517 395 76

120 591 395 67

180 540 282 52

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加したが90分では，その増カロ量は急に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顕著となり120分で最高に達し，次で180

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分ではやや滅少しナこ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　却ち1日放置では120分照射のもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が最高残存量を示した。次で3目放置し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テこものについて見るに1日のものより何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牝も滅少して居たが，特に60分，180

　　　　　　（昭和27・2・10～15に実験）　　　　分ではその滅量は顕著となつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　猶

1，大根生葉を種々のNa塩の熱溶液，レントゲン線，紫外線，電灯光線で処理しナこ後，

乾燥粉末となし製品中の〕星元型ビタミンCの含量に及ぼす影響について研究した。

2，Na塩熱溶液ではNaα3．O劣溶液が最も有効であつ牝が，有機酸塩では，そのアル

ヵリ性の大なるものほど，その効力は低下した。

3，1／ントゲン線照射しブこ製晶では20秒時照射1目放置の場合と30秒時照射3目放

置の場合とが最も有効であつた。

4，レントゲン照射に先だつて中心葉脈に傷つけたものでは前同様に20秒照射1日放置

のものが最も有効であつたが3目放置では何牝も効力は低下し牝。

5，紫外線照射した製品では20分照射1目放置のものが最も有効で3目放置のものは何



蜘

　　れも効力は低下し㌔

　、6，電灯光線照射した製品では120分1目放置ρものが最二も肴効で3日放置でぱ何牝も効

　　力は低下した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　．上、
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